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Public relations of Minami-aizu

そ
の
一
口
、

　「
美う

ま味
い
」の
た
め
に
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目次 Contents
２０１８年７月号

今月の表紙
４つの蔵元の酒が味わえるイベント

地酒と食材のマリアージュで
お猪

ち ょ こ

口で酒を口にする女性
皆さんの「美味い」のために

蔵元では今日も酒を仕込んでいます

ふくしまの酒６全 国 新 酒 鑑 評 会 金 賞 受 賞 数

全
国
初
の
快
挙
に
沸
く

　

２
０
１
７
酒
造
年
度
（
平
成
29
年
７
月
～

平
成
30
年
６
月
）
の
日
本
酒
の
出
来
栄
え
を

競
う
「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」。
酒
類
総
合
研

究
所
が
発
表
し
た
審
査
結
果
で
、
特
に
優
れ

て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
金
賞
酒
に
、
福
島
県

か
ら
19
銘
柄
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
別
の
金
賞
銘
柄
数
は
兵
庫
県
と

並
び
最
多
と
な
り
、６
年
連
続
８
度
目
の「
日

本
一
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

６
年
連
続
は
全
国
初
の
快
挙
。
福
島
県
の

酒
造
り
の
技
術
力
と
品
質
の
高
さ
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

国
権
酒
造
が
11
年
連
続
13
度
目
、

　
　
　
　
　
会
津
酒
造
が
初
の
金
賞
受
賞

　

２
０
０
２
酒
造
年
度
以
降
の
金
賞
受
賞
で

は
、
二
本
松
市
の
東
日
本
酒
造
協
業
組
合
が

県
内
最
多
の
15
度
目
の
金
賞
を
獲
得
。
次
い

で
本
町
の
国
権
酒
造
が
11
年
連
続
13
度
目
、

会
津
酒
造
が
初
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
酒
で
乾
杯
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

６
月
21
日
、
会
津
田
島
駅
前
広
場
で
開
催

さ
れ
た
「
南
会
津
の
地
酒
と
食
材
の
マ
リ
ア

ー
ジ
ュ
」。
平
成
25
年
６
月
21
日
に
制
定
さ

れ
た
、
南
会
津
町
乾
杯
条
例
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
３

回
を
数
え
、
約
３
０
０
人
も
の
人
々
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
ニ
シ
ン
の
山
椒
漬
け
な
ど
の
お

つ
ま
み
を
手
に
、
町
内
の
４
つ
の
蔵
元
が
提

供
す
る
振
る
舞
い
酒
に
舌
鼓
。
地
酒
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
や
化
粧
品
の
販
売
、
日
本
酒
カ

ク
テ
ル
ブ
ー
ス
の
設
置
、
酒
粕
の
つ
か
み
ど

り
も
行
わ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
い
た
方
を
「
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
認
定
し
、
先
着
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

限
定
グ
ラ
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、

蔵
元
の
大
吟
醸
な
ど
が
当
た
る
恒
例
の
抽
選

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

年連続日本一 02 ふくしまの酒　６年連続日本一
06 チャレンジデー２０１８
07 役場からのお知らせ（１１件）

ふるさと納税（応援寄付金）ありが
とうございます/町のがんばる企業
紹介 シリーズ４「株式会社 土っ子
田島ｆａｒｍ」/職員採用候補者試
験（高卒程度）のご案内（町・南会
津地方広域市町村圏組合・南会津地
方環境衛生組合）/後期高齢者医療
関係（２件）/国民健康保険関係（３
件）/農地取得の下限面積を引き下
げ/有害鳥獣対策

13 すまいるだより vol ３
14 交流広場（２件）

特急リバティで行く！隅田川屋形船
とはとバス’O Sora mioでパノラマド
ライブ/認知症カフェ

15 御蔵入交流館15th Anniversary「南
会津演歌まつり」/栄えある受章（春
の叙勲）

16 まちの話題（５件）
会津鉄道㈱「お座トロ展望列車」試
乗会/納税推進に多大な尽力/田島寿
学園開講式/神田寛治先生が「書」を
寄贈/湯田耕衛さん県俳句賞で「正賞」
を受賞

18 くらしの情報
お知らせ・募集（５件）/ 相談（１件）

19 たかつえカントリークラブでゴルフ
教室 / 大宅町長の公務百景

20 ７月の納税こよみ
健康通信（５件）
南会津病院 健康教室のご案内 / 乳幼
児健診・相談カレンダー / ７・８月
の日曜当番医 / 心の健康相談 / ここ
ろの相談会

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

24 舘岩地域で御田植式
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国こ
っ
け
ん権

酒
造
㈱
田
島

　

創
業
明
治
10
年
。
厳
選
し
た
酒
造

用
米
と
地
元
奥
会
津
の
清
ら
か
な
水

を
仕
込
み
水
と
し
、
米
・
水
・
麹
・

酵
母
を
は
じ
め
、
全
て
に
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
丁
寧
に
仕
込
ん
で
い
ま
す
。

　

大
吟
醸
「
国
権
」
は
、
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
国
権
」
と
名
の
つ
く
酒
は
全
て
、

お
客
様
に
喜
ん
で
飲
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
一
本
一
本
心
を
込
め
て
造

っ
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
田
島
字
上
町
甲
４
０
３
７

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
３
６

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
、
元
旦

所℡営休

会あ

い

づ津
酒
造
㈱
田
島

　

県
の
南
西
部
、
栃
木
県
に
近
い
旧

田
島
町
で
、
元
禄
年
間
に
創
業
し
た

古
く
か
ら
の
酒
蔵
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
の
土
蔵
は
、
一
年

を
通
じ
て
温
度
差
が
な
く
、
長
期
低

温
発
酵
に
は
最
適
な
環
境
で
す
。
水

は
１
０
０
％
地
下
水
を
使
用
し
て
お

り
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
の
軟
水
で

す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

糖
類
・
酸
味
料
な
ど
を
無
添
加
で
、

丸
み
の
あ
る
米
本
来
の
う
ま
み
を
生

か
し
た
酒
造
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
町
永
田
字
穴
沢
６
０
３

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
１
２

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

不
定
休

所℡営休

開か
い
と
う
お
と
こ
や
ま

当
男
山
酒
造
田
島

　

創
業
は
享
保
元
年
（
１
７
１
６

年
）。
創
始
者
の
当
家
３
代
目
渡
部

開は
る
ま
さ当
の
〝
開
当
〟
が
そ
の
ま
ま
銘

柄
と
な
っ
て
お
り
、
以
来
14
代
、

３
０
０
年
に
わ
た
り
寒
冷
地
を
生
か

し
た
独
自
の
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
蔵
人
す
べ
て
が
地
元
の

者
に
な
り
、
昼
夜
を
通
し
て
よ
り
一

層
丁
寧
な
酒
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
中
荒
井
字
久
宝
居
７
８
５

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
０
２
３

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

不
定
休

所℡営休

花は
な
い
ず
み泉
酒
造
㈴
南
郷

　

花
泉
酒
造
で
は
「
地
域
と
造
り
手

の
気
持
ち
に
こ
だ
わ
っ
た
酒
造
り
」

を
大
切
に
、
会
津
産
の
米
と
地
元
の

清
水
を
使
い
、
蔵
を
取
り
巻
く
自
然

や
風
土
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
丁
寧

に
酒
を
醸か

も
し
て
い
ま
す
。
特
徴
は
、

全
銘
柄
で
行
う
「
も
ち
米
四
段
仕
込

み
」
で
す
。

　

一
般
的
な
三
段
仕
込
み
の
後
、
さ

ら
に
ひ
と
手
間
加
え
る
方
法
で
、
伝

承
の
技
を
守
り
な
が
ら
も
年
々
進
化

さ
せ
、
花
泉
な
ら
で
は
の
旨
み
と
コ

ク
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
美

味
し
い
お
酒
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、真
心
を
込
め
て
造
っ
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
町
界
字
中
田
６
４
６
の
１

　

０
２
４
１
（
７
３
）
２
０
２
９

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

土
日
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

所℡営休

清
ら
か
な
水
で
造
る
極
上
の
酒

　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
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２０１８
６, １６５人の参加をいただきました。ありがとうございました！

　

５
月
30
日
、
全
国
一
斉
に
開
催
さ

れ
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
―

２
０
１
８
」。
今
年
で
２
回
目
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
な
っ
た
南
会
津
町
は
、

北
海
道
芦
別
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、体
操
、

奉
仕
活
動
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
の
事
業
所
や
団
体

の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

南
会
津
町
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

対
戦
結
果
は
、
参
加
率
38
・
４
％

と
芦
別
市
に
13
％
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昨
年
よ
り
も
約
10
％
多
い

６
１
６
５
人
も
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

２

１

３

４ ５

６

　

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

①
田
島
地
域
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ナ
イ
ト

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

②
南
郷
保
育
所
（
体
操
）

③
伊
南
保
育
所
（
体
操
）

④
公
民
館
講
座
生
に
よ
る
奉
仕
作
業（
花
植
え
）

⑤
舘
岩
地
域
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
（
ヨ
ガ
）

⑥
芦
別
市
長
と
エ
ー
ル
交
換
を
す
る
大
宅
町
長

【集計結果】
南会津町 芦別市

実 施 回 数 ２回目 ７回目

人　　　 口 １６, ０４５人 １３, ９９０人

参　 加　 者 　６，１６５人 　７, １９７人

参　 加　 率 ３８. ４％ ５１. ４％

獲得メダル 銀メダル 銀メダル

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
は
、「
負
け
た
自
治

体
は
、
対
戦
相
手
の
自
治
体
旗
を
庁
舎
の
メ

イ
ン
ポ
ー
ル
に
１
週
間
掲
揚
す
る
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
５
月
31
日
か
ら

６
月
８
日
ま
で
の
間
、
役
場
本
庁
舎
の
メ
イ

ン
ポ
ー
ル
に
芦
別
市
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芦
別
市
で
も
本
町
の
健
闘
を
称
え

て
町
旗
を
掲
揚
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

芦
別
市
の
皆
さ
ま
、
こ
の
た
び
は
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
治
体
旗
の
掲
揚

芦別市庁舎に南会津町旗を掲揚する萩原市長

役場からのお知らせ
town office information

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！
　私たちのＰＲＩＤＥは「お客様目線の農業」です。花・味噌・ジュー
スなどを通して、お客さまに喜んでもらうことが私たちの目標です。
　日々の業務の中で忘れがちな「お客さま目線」ですが、忘れぬよう
にそれぞれの仕事をしています。顧客の方に年４回近況報告のお便り
を発行したり、アスパラ・トマト・餅など地域のいいものも紹介して
います。お便りの作成やイベント出店など大変なことは多いですが、
お客さまに喜んで頂けるようにコツコツと続けています。
　何年先になるかわかりませんが、農業を通して若い人材を育てられ
る会社に成長していけたらと思っています！！
　来年の春からはアスパラも収穫出来るようになるので、お気軽にご
連絡ください！！

【会社概要】
◆設　立：平成２７年３月３日　　　◆住　　所：南会津町田部字八幡前６０
◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- ０１１６　◆従業員数：１０人（男３人・女７人）
◆ＵＲＬ：http://tutikko.com/　　　◆採用情報：農業に興味のある方募集中！

株式会社　土っ子田島ｆａｒｍ

シリーズ ４

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の製品は、こんなところで使われています
◆花：帝国ホテル、椿山荘などで芸能人などの冠婚葬祭にも使用され
　　　ています。
◆味噌：学校給食、道の駅たじま、ふるさと物産館、リオン・ドール
　　　　（田島・門田・滝沢店など）、ヨークベニマル田島店、㈱福島
　　　　屋など。
◆ジュース・ジャム：受託加工がメインのため、県内外のさまざまな
　　　　　　　　　　場所で販売されています。

５
月
16
日
か
ら
６
月
15
日
の
間
に
、

　
　
　
　

納
税
い
た
だ
い
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
計
26
件
）

ふ
る
さ
と
納
税（
応
援
寄
付
金
）

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申し込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

住　所 氏　名

東 京 都 練 馬 区 吉田　佳央　様

東 京 都 葛 飾 区 阪本　幾代　様

神奈川県横浜市 佐藤　清孝　様

福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

栃 木 県 佐 野 市 福士　正己　様

栃 木 県 栃 木 市 入野　好市　様

和歌山県和歌山市 澤井　宥二　様

匿名希望 １９件

▼
会
津
が
も
っ
と
発
展
し
ま
す
よ
う

に
。

▼
田
代
山
の
自
然
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
本
の
ふ
る
さ
と
を
堅
守
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

代表取締役　湯田 浩和 さん

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　弊社は、花の栽培・味噌づくり・ジュースやジャム加工の３本柱で経営している少し変わった農家です。
　花は南会津の気候を生かしてトルコギキョウ・カラー・アジサイを栽培し、東京の２か所の市場に出荷しています。冬場の寒い時期に花栽
培の代わりにと始めた味噌づくりは、お陰さまで多くのお客様にご愛用いただき今年で１４年目を迎えます。ありがとうございます！！
　地元の素材にこだわり。大豆を薪で煮る。という昔ながらの製造方法ですが、お客さまから「実家を思いだす」「懐かしい味」と言った声を
励みに毎年１２月～４月まで仕込みを行っています。まだまだこれからですが、少しでも地元に根差した味噌になれればと思います。
　ジュース・ジャムの製造も県内外から様々な農産物が持ち込まれ、ブルーベリー・桃・りんご・トマトなどがジュース・ジャムに姿を変え
販売されています。「田部にこんな加工場あっただなぁ～！！」と近所の方には良く言われます（笑）

トルコギキョウ（ハウス栽培）ジュースの瓶詰め

３種類の味噌を販売 花の選別（最盛期）
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

南会津地方広域市町村圏組合・南会津地方環境衛生組合
職員採用候補者試験（高校卒程度）のご案内

区分 南会津地方広域市町村圏組合 南会津地方環境衛生組合
試験職種 消防 技能労務職

採用予定人数 男女若干名 若干名

受験資格
（学歴不問）

・平成３年４月２日から平成１３年４月１日ま
　でに生まれた方
・普通自動車運転免許（ＡＴ限定免許を除く。）
　の取得者または取得見込みの方

・昭和５８年４月２日から平成１３年４月１日
　までに生まれた方

【次のいずれかに該当する方は受験できません。】
・日本国籍を有しない方
・成年被後見人または披保佐人（準禁治産者を含む。）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終るまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
・本組合の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方
・日本国憲法施行の日以降で、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
　張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

試験方法

第１次試験

①教養試験
　職員として必要な一般知識と知能に対する択一式の筆記試験
②適性検査
　消防職員としての適応性を検査

②各種検査
　一般性格診断検査、職場適応性検査

第２次試験

①個別面接・作文試験
②体力測定（２７５ｍ走、腕立て伏せ、反復横
　飛び、懸垂）
③身体検査（心身健全で職務遂行に必要な適性
　の有無を検査）
※身体的条件として、視力（矯正視力を含む）
　が両眼０. ７以上、かつ一眼それぞれ０. ３以
　上であって、色覚と聴力が左右正常である。
　（これらの検査項目を含む身体検査書（健康
　診断書）が必要です。）

個別面接・小論文

試験日程等
第１次試験

　　　　　　　①試　験　日：９月１６日（日）
　　　　　　　②試験会場：県立田島高等学校（南会津町田島字田部原２６０）
③日程
　受　　付　午前９時～午前９時３０分
　教養試験　午前１０時～正午
　適性検査　午後１時～午後１時２０分

③日程
　受　　付　午前９時～午前９時３０分
　教養試験　午前１０時～正午
　各種検査　午後１時～午後２時３０分

第２次試験 第１次試験合格者に別途通知します。

受験手続等

申込用紙の
請求

①申込先および郡内の消防署（出張所・分遣所）
　で交付します。
②郵便で請求する場合は、封筒表に「試験申込
　書用紙請求」と朱書きの上、返信用封筒（角
　形２号・返信先明記・１２０円切手を貼り付
　け）を同封してお送りください。

①申込先で交付します。
②郵便で請求する場合は、封筒表に「試験申込
　書用紙請求」と朱書きの上、返信用封筒（角
　形２号・返信先明記・１２０円切手を貼り付
　け）を同封してお送りください。

申込方法

①申込用紙に必要事項を記入し、最近６か月以
　内に撮影した本人の写真（上半身、脱帽、正
　面向、縦４㎝×横３㎝）１枚を貼って、当組
　合事務局に提出してください。
②郵送の場合は、封筒表に「試験申込」と朱書
　きの上、必ず簡易書留でお送りください。

①申込用紙に必要事項を記入し、申込先に提出
　してください。
②郵送の場合は、封筒表に「試験申込」と朱書
　きの上、必ず簡易書留でお送りください。

受付期間
直接提出する場合は、８月１０日（金）までの執務時間中に限ります。

郵送の場合は、８月１０日（金）必着 郵送の場合は、８月８日（水）までの消印有効

申込み・問合せ

●南会津地方広域市町村圏組合　事務局
　〒９６７- ０００４
　　南会津町田島字西町甲４３３１
　電話 ０２４１- ６２- ００５４
●南会津地方消防本部　総務課
　電話 ０２４１- ６３- ３１１８

●南会津地方環境衛生組合　総務課
　〒９６９- ５３４３
　　下郷町大字落合字下川原１３８- １
　電話 ０２４１- ６７- ２４８０
●南会津地方環境衛生組合　西部環境センター
　〒９６７- ０６１１
　　南会津町山口字下荒町２１７２- ９

町職員採用候補者試験のご案内
（高校卒程度）

～ ともに町づくりをしませんか ～

①第１次試験
・日時　９月１６日（日）午前９時～
・場所　県立田島高等学校
　　　　（南会津町田島字田部原２６０）
②第２次試験
　第１次試験合格者に別途通知します。

試験日時・場所

　申込用紙は、問合せ先で交付します。
　必要事項を記入して提出してください。（郵送可）

申　込　方　法

８月１０日（金）　※郵送の場合も同日必着

申　込　締　切

区分 種類 試　験　内　容

第
１
次
試
験

教養
試験

　職員として必要な一般知識と知
能に対する、択一式の筆記試験

各種
検査

　事務適性検査、一般性格診断検
査、職場適応性検査

第
２
次
試
験

　第１次試験合格者を対象に、小
論文や集団討論、個別面接など

試　験　方　法

試験職種 採用予定人員

一般事務 若干名

試験職種・採用予定人数

受　験　資　格

①日本国籍を有する方
②地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当しな
　い方
③年齢資格等（学歴不問）
　平成９年４月２日から平成１３年４月１日まで
に生まれた方

　　◆総務課　総務係
　　　〒９６７- ０００４
　　　　南会津町田島字後原甲３５３１- １
　　　　電話０２４１- ６２- ６１００
　　◆舘岩総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７８- ３３２０
　　◆伊南総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７６- ７７１１
　　◆南郷総合支所 町民課 総務係
　　　　電話０２４１- ７２- ２１１１

申込み・問合せ
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
の

有
効
期
限
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

申
請
に
よ
り
、
世
帯
員
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
の
方
へ
交
付
さ
れ
て

い
る
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
も
、
７
月

31
日
（
火
）
で
す
。

　

住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係
の

窓
口
で
、
８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
何

ら
か
の
事
由
で
年
金
か
ら
の
天
引
き

が
で
き
な
い
方
に
「
平
成
30
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
賦
課
決
定

通
知
書
・
納
入
通
知
書
」
を
８
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
お
近
く
の
郵
便
局
や

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
東
北
６
県
の
み
）

で
も
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

 

加
入
で
き
る
方

　

65
歳
か
ら
74
歳
で
障
害
年
金
や
障

害
者
手
帳
な
ど
の
等
級
が
次
に
該
当

す
る
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
加
入
の
意
思
が
あ
る
方
。

▽
障
害
基
礎
年
金
（
１
・
２
級
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
・
３
級

　

お
よ
び
４
級
の
一
部
）

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
・

　

２
級
）

▽
療
育
手
帳
（
重
度
）　

Ｑ１：加入するとどうなるの？

①医療機関での診療にかかる窓口負担の割合が

　１割（現役世代並みに所得がある方は３割）

　で医療を受けられます。

②医療機関に支払う１か月あたりの自己負担限

　度額も低く設定されています。

③後期高齢者医療制度の加入者は、一人一人が

　保険料を負担します。

　そのため、これまで保険料を負担していな

　かった被用者保険などの被扶養者の方も保険

　料が発生します。

Ｑ２：脱退したいときは？

　７５歳の誕生日前であれば、後期高齢者医療

制度から脱退することができます。

　役場で手続きいただくと、国民健康保険や被

用者保険などに加入することができます。

問合せ 国民健康保険・後期高齢者医療 国民健康保険税
住民生活課　国保年金係　  　　　0241-62-6120 ○
税務課　町税係　　　　  　　　　0241-62-6110 ○
舘岩総合支所 町民課 住民税務係　0241-78-3345 ○ ○
伊南総合支所 町民課 住民税務係　0241-76-7712 ○ ○
南郷総合支所 町民課 住民税務係　0241-72-2224 ○ ○

新
し
い
被
保
険
者
証
は
「
ピ
ン
ク
色
」
で
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証（
ピ
ン
ク
色
）

を
、
７
月
下
旬
に
加
入
者
一
人
一
人

へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
、
８
月
1
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て

い
る
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）

で
す
。

　

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た

め
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら
新
し
い

被
保
険
者
証
に
変
わ
り
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
認
定
証
」
の
更
新
手
続
き

平
成
30
年
度
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

で
、
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
4
月
以
降
の
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
4
月
に
「
仮
徴
収
開

始
通
知
書
」
を
お
送
り
し
、
４
・
６
・

８
月
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
以
降
の
保
険
料
額
は
、
追
っ

て
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み ほ ん

ご
検
討
く
だ
さ
い　 

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　

制
度
へ
加
入
し
た
い
方
は
、
次
の

必
要
書
類
を
準
備
し
て
、
役
場
担
当

係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

必
要
書
類

○
障
が
い
の
状
態
を
確
認
で
き
る
手

　

帳
や
年
金
証
書
な
ど

○
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○
印
鑑

70
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
の

　
　
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
よ
り
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
を
対
象
に
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
自
己
負
担
限
度
額
が
左
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。

　

外
来
（
個
人
単
位
）
の
限
度
額　

を
適
用
後
、
入
院
と
合
算
し
て　

の

限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
外
来
・
入

院
と
も
、
個
人
単
位
で
一
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｂ

【自己負担限度額（月額）】

所　得　区　分 外来＋入院（世帯単位）　外来
（個人単位）　

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ（課税所得
６９０万円以上）

２５２, ６００円＋（医療費－８４２, ０００円）×１％
【４回目以降１４０, １００円】

Ⅱ（課税所得
３８０万円以上）

１６７, ４００円＋（医療費－５５８, ０００円）×１％
【４回目以降　９３, ０００円】

Ⅰ（課税所得
１４５万円以上）

　８０, １００円＋（医療費－２６７, ０００円）×１％
【４回目以降　４４, ４００円】

　一般（課税所得
　１４５万円未満等）

１８, ０００円
５７, ６００円

【４回目以降４４, ４００円】

低所得者Ⅱ 　８, ０００円 ２４, ６００円
低所得者Ⅰ 　８, ０００円 １５, ０００円

　　　●７５歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額が
　　　　それぞれ２分の１となります。
　　　●詳しい内容は、披保険者証に同封されるパンフレットを
　　　　ご覧ください。

Ａ
Ｂ

　

低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
窓

口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
現
役

並
み
所
得
者
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
も
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
担

当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
「
被
保
険
者
証
」

一
斉
更
新
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
都
道
府
県
も

市
町
村
に
加
わ
っ
て
運
営
す

る
、
新
た
な
制
度
に
移
行
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
被
保
険
者

証
な
ど
の
様
式
が
県
内
で
統

一
さ
れ
、
町
で
は
８
月
１
日

に
一
斉
更
新
し
ま
す
。

　

新
た
な
被
保
険
者
証
な
ど

は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
８
月
１
日
ま
で

に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
る

た
め
、
被
保
険
者
証
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

後
日
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

国民健康保険
被 保 険 者 証

氏 名
生 年 月 日

交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
住所　　　　

有効期限　　　　　年　　月　　日

記号　　　　　　　番号

　年　　月　　日　　性　別
　年　　月　　日
　年　　月　　日

保険者番号　　　　　　交付者名
18歳までの一部負担金の割合は０割

※資格の取得や喪失、高額療養費や療養費に
　関する手続きは、これまで同様に、役場の
　窓口で対応します。

【改定後の国保税率】

区分 医療保険分 後期高齢者支援分 介護納付金分

所得割額 ６. ７６％ ２. ５０％ ２. ３７％

資産割額 ― ― ―

均等割額 ２２, ０５７円 ８, １１１円 １０, １００円

平等割額 １５, ８４５円 ５, ８２６円 　４, ６６０円

国
保
税
率
が

　
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
国
保
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
、
国
保
税
率
が
左

表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

賦
課
方
式
も
、
こ
れ
ま
で
の
４
方

式
（
所
得
・
資
産
・
均
等
・
平
等
割
）

か
ら
３
方
式
（
所
得
・
均
等
・
平
等

割
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
後
の
税
率
や
変
更
後
の
賦
課

方
式
は
、
平
成
30
年
４
月
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
今
年
か
ら
、
お
近
く
の
郵
便
局
や

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
東
北
６
県
の
み
）

　

で
も
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

み
ほ
ん
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役場からのお知らせ
town office information

農
地
取
得
の
下
限
面
積
を
引
き
下
げ

農
地
の
適
正
管
理
に
期
待

　

耕
作
の
た
め
に
農
地
を
取
得
す
る
と
き
に
は

※
農
地
法
第
３
条
の
許
可
が
必
要
で
、
許
可
要

件
の
一
つ
に
経
営
農
地
の
「
下
限
面
積
要
件
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
平
成
30
年
７
月
か
ら
、
こ

の
下
限
面
積
を
下
表
の
と
お
り
引
き
下
げ
る
決

定
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
で
、
空
き
家
に
付
随
し
た
小
規

模
農
地
な
ど
を
、
新
規
就
農
者
が
取
得
し
や
す

く
な
る
た
め
、
遊
休
農
地
の
増
加
を
防
ぎ
、
地

域
の
農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
２
０

【下限面積要件の変更内容】

設定区域 下限面積

変更前
舘　岩　地　域 ３０アール

上記以外の地域 ５０アール

変更後 町内全域
農 用 地 区 域 の 農 地 ３０アール

上記区域以外の農地 １平方メートル

農
地
法
第
３
条
の
許
可
要
件

　

下
限
面
積
の
ほ
か
、
次
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
全
部
効
率
利
用
要
件

②
農
作
業
へ
の
常
時
従
事
要
件

③
地
域
と
の
調
和
要
件

有
害
鳥
獣
対
策

○
火
災
発
生
の
危
険
性

　

家
屋
や
燃
え
や
す
い
物
の

付
近
で
使
用
す
る
と
、
火
災

発
生
に
つ
な
が
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
発
射
方
向

の
安
全
を
確
認
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

○
暴
発
事
故
の
防
止

　

花
火
の
材
料
は
火
薬
で
あ

り
、
常
に
暴
発
の
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
製
品
は
直
接
手
に

持
た
ず
、
杭
な
ど
に
固
定
し

て
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。

　

や
む
を
得
ず
手
に
持
っ
て

使
用
す
る
場
合
は
、
販
売
業

者
が
提
供
す
る
専
用
の
保
護

ホ
ル
ダ
ー
を
使
用
す
る
と
と

も
に
、
ゴ
ー
グ
ル
・
耳
栓
・

革
手
袋
な
ど
の
防
護
具
を
装

着
し
て
く
だ
さ
い
。

追
払
い
花
火
の
使
用
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

有
害
鳥
獣
の
追
払
い
で
使
用
さ
れ
る
「
花
火
」
の
事
故
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【問合せ】
農林課　林政係

電話 ０２４１（６２）６２２０

ま
ず
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
と

ば
は
脳
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
な

の
で
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と

で
、
脳
の
働
き
を
十
分
に
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

経
験
に
よ
り
、
身
体
の
全
身

の
運
動
（
走
る
、ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、

ス
キ
ッ
プ
や
ケ
ン
ケ
ン
な
ど
）
と
手

先
の
運
動
（
は
さ
み
や
鉛
筆
を
使
う
、

折
り
紙
を
折
る
、
箸
で
ご
は
ん
を
食

べ
る
、
ひ
も
を
結
ぶ
な
ど
）
が
脳
に

刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
こ
と
ば
の
遅
れ
」

ｖｏｌ ３

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回

は
「
こ
と
ば
の
遅
れ
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
え
が
お
」
に
は
言
語

聴
覚
士
の
資
格
を
持
っ
た
専
門
員
が

い
る
た
め
、
１
歳
過
ぎ
の
お
子
さ
ん

か
ら
高
校
生
の
お
子
さ
ん
ま
で
「
こ

と
ば
」
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
場
合
、
ま
ず
相
談
を

受
け
た
と
き
に
私
た
ち
が
お

伝
え
す
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
を
教
え

る
前
の
「
心
と
体
を
育
て
る
こ
と
」

の
大
切
さ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
と

ば
の
育
み
に
は
順
序
が
あ
る
か
ら
で

す
。こ

と
ば
は
、
こ
と
ば
の
出
し
方

や
話
し
方
に
こ
だ
わ
る
教
え

方
の
み
で
は
、
よ
り
発
達
が
遅
れ
て

し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
と
ば
は
「
①
身
体
の
基
礎

を
つ
く
る
」
「
②
こ
こ
ろ
を
育
て
る
」

「
③
こ
と
ば
を
つ
か
さ
ど
る
脳
を
刺

激
す
る
」
と
い
う
順
番
が
大
切
で
す
。

「
こ

と
ば
は
個
人
差
が
と
て
も

大
き
い
も
の
」
な
の
で
、

お
子
さ
ん
に
あ
っ
た
方
法
を
知
り
た

い
と
き
は
、
気
軽
に
「
え
が
お
」
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
の
基
礎
を
つ
く
る

お
家
で
の
普
段
の
関
わ
り
の
こ

と
な
の
で
、
あ
ま
り
難
し
く

考
え
ず
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
部

分
で
す
。

こ
こ
で
は
、
楽
し
い
食
事
、
お

い
し
い
お
や
つ
、
う
れ
し
い

遊
び
、
お
も
し
ろ
い
経
験
。
自
分
の

気
持
ち
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
安
心

感
、
大
好
き
な
人
が
い
る
喜
び
、
ホ
ッ

と
す
る
時
間
の
す
べ
て
が
こ
こ
ろ
を

育
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

言
葉
で
は
な
い
関
わ
り
（
し
ぐ

さ
で
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

や
一
緒
に
遊
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
）が
大
切
で
す
。

②
こ
こ
ろ
を
育
て
る

い
よ
い
よ
、
知
る
・
覚
え
る
・

わ
か
る
・
ま
ね
る
・
話
す
と

い
う
、
言
葉
に
直
結
す
る
部
分
で
す
。

こ
と
ば
の
遅
れ
で
困
っ
て
い
る

ご
家
族
は
、
ど
う
し
て
も
こ

こ
か
ら
関
わ
ろ
う
と
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
話
し
方
ば
か
り
に
こ
だ
わ

る
一
面
的
な
関
わ
り
で
は
、
「
話
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
失
く
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が

い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
の
多
く
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
言
葉
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
子
ど
も
の
苦
手
さ
が

分
か
り
づ
ら
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
ご
家
庭
で

試
す
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す

が
、
こ
と
ば
の
発
達
の
理
屈
を
理
解

し
て
的
を
得
た
か
か
わ
り
を
す
る
こ

と
は
、
教
え
る
ほ
う
も
教
え
ら
れ
る

ほ
う
も
と
っ
て
も
楽
で
す
。

③
こ
と
ば
を
つ
か
さ
ど
る

　
　
　
　
　

脳
を
刺
激
す
る

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

【
参
考
図
書
】

「
こ
と
ば
の
遅
れ
の
す
べ
て
が
わ
か

る
本
」

言
語
聴
覚
士　

中
川
信
子　

監
修
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交 流 広 場

料金　大人（中学生以上）２６,０００円

　　　小人（小学生）１３,０００円

対象　町内に在住、在勤、在学している方

日程　８/18　～19　土 日

～ ～ ～ ～ 旅 行 行 程 ～ ～ ～ ～

●１８日（土）　会
１０：４３発

津田島駅－－
リバティ１２８号

－－－－浅
１４：１５着

草駅－－－東
１４：４５～１６：４５

京銀器（体験）－－－屋
１８：３０～２０：３０

形船（夕食）

　　　　　　　－－－ホテル

●１９日（日）　ホテル－－パ
１０：００～１１：００

ノラマドライブ－－東京駅－－浅
１２：００頃

草駅（周辺散策・各自昼食）

　　　　　　　－－－浅
１４：３０発

草駅－
リバティ１４０号

－－－－－－会
１７：３９着

津田島駅

１泊２日

先着２０人限定!!

特急リバティで行く！

隅田川屋形船と

　　　はとバス「’O
オー

　S
ソラ

ola　m
ミオ

io」で

パノラマドライブ

【定員】

　２０人　※定員になり次第、申し込みを終了させていただきます。

【申込期間】

　７月２５日（水）～８月４日（土）　※期間以外の申込みは受け付けません。

　受付時間　午前９時～午後５時

【申込先・問合せ】

　みなみやま観光㈱「台東区夏ツアー」担当係　電話 ０２４１-６２-２２５０

※お電話でお申込ください。

認
知
症
カ
フ
ェ

第
２
回 

脳
げ
ん
き
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
勉
強
会

や
悩
み
事
の
相
談
、情
報
交
換
な
ど
、

美
味
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を
食
べ
な

が
ら
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

７
月
31
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

　

役
場
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
】

・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動

・
脳
ト
レ
（
脳
元
気
ド
リ
ル
）

【
参
加
料
】

　

１
０
０
円

【
申
込
み
】

　

不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
０
３
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
ん
な
と
楽

し
く
、
体
操
や
刺
し
子
、
手
づ
く
り

手
芸
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

その他 内容 日時 場所
針
、
は
さ
み
、

老
眼
鏡
な
ど
を

ご
準
備
く
だ
さ

い
。

刺
し
子
や
簡
単

な
小
物
作
り
、

お
し
ゃ
べ
り

７
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
～

午
前
11
時
30
分

会
津
田
島

　
　

祇
園
会
館

時
間
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

夏
祭
り
交
流
会

８
月
17
日
（
金
）

午
前
中

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
花 

南
会
津

【
問
合
せ
】

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花 

南
会
津

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）８
７
０
０

15th15th15th
AnniversaryAnniversaryAnniversary

南会津演歌まつり

２０１８年
９月１５日

土

入　場　料　/　１,０００円   全席自由
会　　場　/　御蔵入交流館文化ホール
時　　間　/　開場：午後１時３０分　開演：午後２時
主　　催　/　南会津町文化ホール運営委員会
協　　力　/　クラウンミュージック
プレイガイド　/　御蔵入交流館（チケット好評発売中）

【問合せ】教育委員会　生涯学習課
　　　　　〒９６７- ０００４　南会津町田島字宮本東２２　ＴＥＬ０２４１- ６２- ６３１１

津 

吹 

み 

ゆ

川 

野 

夏 

美

瀬 

口 

侑 

希

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

春
の
叙
勲
　
長
年
の
功
績
が
実
る

瑞
宝
単
光
章

　
河
村 

政ま
さ
と
も朋 

さ
ん（
伊
南
上
町
）

　

昭
和
52
年
に
旧
伊
南
村
消
防
団
に
入

団
。
合
併
後
の
南
会
津
町
消
防
団
で
副

団
長
を
務
め
ら
れ
、
退
団
す
る
ま
で
の

37
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
の
防
火
防
災

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　
塚
原 

弘こ
う
い
ち一 

さ
ん（
東
町
）

　

昭
和
45
年
に
国
土
地
理
院
の
職
員
と

な
り
、
測
地
部
長
な
ど
を
歴
任
、
平
成

９
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
全
国
の
地

図
製
作
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　
羽
染 

直な
お
き樹 

さ
ん（
伊
南
上
町
）

　

平
成
４
年
に
古
里
で
歯
科
医
を
開
業

さ
れ
、
患
者
さ
ん
は
伊
南
・
舘
岩
地
域
、

桧
枝
岐
村
の
広
大
な
地
域
に
及
び
、
小

中
学
校
や
保
育
所
な
ど
の
歯
科
検
診
も

担
当
し
な
が
ら
、
地
域
の
歯
科
医
療
を

担
わ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　
小
林 

康や
す
の乃 

さ
ん（
中
町
）

　

昭
和
42
年
か
ら
、
町
の
助
産
院
で
助

産
師
と
し
て
地
域
の
出
産
を
支
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学
生
に
向
け
た

命
の
教
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

左から、星文夫さん、大宅町長、阿久津文好さん

知事感謝状の受賞報告
納税推進に多大な尽力

　

北
根
納
税
貯
蓄
組
合
の
阿
久
津
文
好
組
合
長

と
、
第
一
八
総
納
税
貯
蓄
組
合
（
髙
山
利
一
組

合
長
）
が
、
長
年
に
わ
た
る
納
税
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

阿
久
津
さ
ん
は
昭
和
61
年
か
ら
32
年
の
長
き

に
渡
り
組
合
長
と
し
て
在
任
さ
れ
、
平
成
28
年

に
南
会
津
地
方
振
興
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
る
な
ど
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
円
滑
な
運
営
と

組
織
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
36
年
に
設
立
し
た
第
一
八
総
納

税
貯
蓄
組
合
も
、
同
じ
く
平
成
28
年
に
南
会
津

地
方
振
興
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
な

ど
、
県
税
や
町
税
の
納
期
内
納
付
、
さ
ら
に
は

納
税
へ
の
意
識
高
揚
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
阿
久
津
文
好
さ
ん
と
第
一
八
総

納
税
組
合
の
星
文
夫
さ
ん
が
、
受
賞
報
告
の
た

め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

田島寿学園開講式
活力ある地域づくりに向けて

　

５
月
21
日
、
田
島
地
域
の
60
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
す
る
、
田
島
寿
学
園
の
開
講
式
と

第
１
回
学
習
会
が
御
蔵
入
交
流
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
受
講
生
は
57
人
で
、
来
年
２

月
ま
で
の
月
１
回
程
度
、
児
童
生
徒
と
の
世
代

間
交
流
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
文
化
学
習
、

健
康
講
座
な
ど
で
活
動
し
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
、
星
英
雄
教
育
長
が
「
元
気
に

楽
し
く
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
町
健
康
福
祉
課
の
木
村
真
理
子
さ
ん
に

よ
る
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
コ

ツ
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
脳
と
筋
力
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
習
慣
付
け
に
役
立
つ
講
演
内
容
に
、

受
講
生
も
笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。 体を動かす受講生のみなさん

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
喜
び
が
い
っ
ぱ
い

　

会
津
鉄
道
㈱
「
お
座
ト
ロ
展
望
列
車
」
試
乗
会

さ
ん
か
ら
「
そ
れ
で
は
列
車
に
案
内
し
ま
す
。」

と
声
が
か
か
る
と
、
一
斉
に
列
車
の
中
へ
飛
び

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
会
津
下
郷
駅
～
弥
五
島
駅
間
に
あ
る

ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
ト
ロ
ッ
コ
席
限
定
で
「
ト

ン
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
が
上
映
さ
れ
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
見

て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
塔
の
へ
つ
り
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅

間
に
あ
る
「
鉄
橋
上
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
で

停
車
す
る
と
、高
い
と
こ
ろ
は
苦
手
な
り
に
も
、

目
に
映
り
こ
ん
で
く
る
壮
大
な
景
色
に
感
動
し

て
い
た
よ
う
す
で
し
た
。

　

停
車
駅
の
湯
野
上
温
泉
駅
は
、
日
本
で
も
珍

し
い
「
茅
葺
き
屋
根
の
駅
舎
」。

　

駅
舎
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
し
た
あ
と
は
隣

接
す
る
足
湯
に
入
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
津
鉄
道
沿
線
市
町
（
会
津
若
松
市
・
会
津

美
里
町
・
下
郷
町
・
南
会
津
町
）
の
、
保
育
所

（
園
）・
幼
稚
園
児
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
お
座
ト
ロ
展
望
列
車
」
試
乗
会
。

　

南
会
津
町
で
は
、
全
７
つ
の
保
育
所
な
ど
の

年
長
児
を
対
象
に
、６
月
14
日
と
19
日
の
両
日
、

臨
時
列
車
が
会
津
田
島
駅
～
湯
野
上
温
泉
駅
を

往
復
し
ま
し
た
。

　

会
津
田
島
駅
に
集
合
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

早
く
乗
り
た
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
す
。
駅
長

神田先生（左）から贈られた書「鴻瑞」

グランプリ受賞作品  応接室に掲示
神田寛治先生が「書」を寄贈

　

神
田
寛
治
先
生（
雅が
ご
う号
＝
神
田
青
峰
＝
後
原
）

が
、
平
成
28
年
の
「
第
２
回 

書 

№
１ 

グ
ラ
ン

プ
リ
」
に
輝
い
た
書
「
鴻こ
う
ず
い瑞
」
を
町
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
に
独
学
で
書
を
学
ん
だ
神
田
先

生
。
平
成
15
年
に
田
島
書
道
教
室
「
夢
雅
塾
」

を
開
塾
後
、
故
小
池
青
皚
先
生
に
師
事
し
、
展

覧
会
な
ど
で
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
19
日
、町
長
室
を
訪
れ
た
神
田
先
生
は
、

「
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
と
き
は
、
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
こ
の
書
「
鴻
瑞
」
に
は
、
大
い

な
る
瑞
兆
（
良
い
こ
と
が
起
こ
る
前
兆
）
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
が
一
層
発

展
す
る
よ
う
ご
祈
念
し
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

県俳句賞で湯田耕衛さん
最高賞の「正賞」を受賞

　

俳
句
結
社
「
お
く
や
ま
吟
社
」
会
長
の
湯
田

耕
衛
さ
ん
（
俳
号
＝
湯
田
畊
道
＝
大
町
）
が
、

第
39
回
福
島
県
俳
句
賞
で
最
高
賞
の
「
正
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
さ
ん
は
、
趣
味
の
写
真
に
役
立
て
よ
う

と
14
年
前
か
ら
俳
句
を
始
め
ら
れ
、
今
回
、
情

景
を
豊
に
表
現
し
た
作
品
（
30
句
）
が
認
め
ら

れ
、
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
、
受
賞
の
報
告
に
教
育
長
室
を
訪

れ
た
湯
田
さ
ん
は
、「
受
賞
は
大
変
名
誉
な
こ

と
。
俳
句
を
始
め
て
、
物
を
見
る
目
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
写
真
と
句
で
表
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

左から湯田耕衛さん、星教育長



広報みなみあいづ 2018.719 182018.7 広報みなみあいづ

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

相
　
談

くらしの情報
local   life   Information

６月 会議・行事名
１ 固定資産評価審査委員辞令交付

式 / 気象庁感謝状贈呈式
２ アルメニアウィークレセプショ

ン
３ 南会津地方広域市町村圏組合新

消防庁舎起工式
４ 会津高原リゾート、フレンドカ

ントリークラブ株主総会 / 南会
津郡遺族連合会定期総会 / 南会
津地方町村会懇談会

５ 栃木西部・会津南道路中央要望
/ 林野庁訪問

６ 南会津会理事会
７ 自治功労者表彰伝達式 / 観光Ｐ

Ｒプロモーションビデオ撮影 /
只見川電源流域振興協議会総会

８ 第２回議会定例会（初日）
10 第６９回全国植樹祭
13 第２回議会定例会（２日目）
14 第２回議会定例会（３日目）
15 第２回議会定例会（最終日）
16 第２４回ひめさゆり祭
18 野岩鉄道㈱株主総会・取締役会
19 川島区要望 / 総合教育会議 / 南

郷地域民生児童委員懇談会
20 南会津地方町村長会行政視察

（初日）
21 南会津地方町村長会行政視察

（２日目）
22 南会津地方町村長会行政視察

（最終日）
24 ふるさと南会津会総会
25 河村政朋氏叙勲伝達式

26 ヤマザクラ１万本の里づくり実
行委員会 / チャレンジデー実行
委員会 / 若者定住応援プログラ
ム交付金交付式

27 県知事との意見交換会
28 県道高陦田島線改良促進期成同

盟会総会 / 荒海財産区臨時議会
/ 教育委員会委員委嘱状交付式

29 辞令交付式 / 課長会議 / ようこ
そ町長室へ（田島地域）

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 49

お
知
ら
せ
・
募
集

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

７
月
23
日
（
月
）・
30
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申原
子
力
損
害
賠
償
「
巡
回
法
律
相
談
」

の
お
知
ら
せ
　
※
事
前
予
約
制

　

福
島
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
や
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
と
連
携
し
た
対
面
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
不
明
点
な
ど

　

９
月
５
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

南
会
津
合
同
庁
舎 

４
階 

会
議
室

　

無
料

　

福
島
県　

原
子
力
損
害
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

日場 内申℡ 料

　

出
入
国
管
理
行
政
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
、

入
国
警
備
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
試
験
を
含
め
た
平
成
30
年
度
国
家

公
務
員
採
用
試
験
の
日
程
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
警
備
官
】

①
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
高
等
学
校
ま
た

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

　

ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
、

　

お
よ
び
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

　

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
右
記
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

【
警
備
官
（
社
会
人
）】

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
右
記
①
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
し
た
方
、

　

お
よ
び
人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る

　

方
に
限
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
～
26
日
（
木
）

　
ア
ド
レ
ス http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い
特
段

　

の
状
況
に
あ
る
場
合
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

　

い
。

【
第
１
次
試
験
】
※
全
国
９
都
市
で
実
施

　

９
月
23
日
（
日
）

【
問
合
せ
】

　

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局　

総
務
課

　

電
話 

０
２
２
（
２
５
６
）
６
０
７
６

「
入
国
警
備
官
」採
用
試
験
の
ご
案
内

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

９
月
４
日
～
翌
年
２
月
28
日
ま
で（
６
か
月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

15
人　
　
　

無
料　
　
　

８
月
17
日
（
金
）

　

選
考
日　

８
月
21
日
（
火
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 申

バ
ス
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ

　
（
公
社
）
福
島
県
バ
ス
協
会
で
は
、
７
月
の

１
か
月
間
を「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
バ
ス
の
乗
車
に
あ
た
っ
て
】

①
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ

　

ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
降
り

　

の
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

　

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

②
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す
が
、
や

　

む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ
て

　

ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
吊
革
や
握
り
棒

　

に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。　

　

（公社）
福
島
県
バ
ス
協
会

　

０
２
４
（
５
４
６
）
１
４
７
８

℡ 問

福
島
県
芸
術
祭 

第
57
回
俳
句
大
会

【
俳
句
大
会
】

　

11
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時

　

東
京
第
一
ホ
テ
ル
新
白
河

【
投
句
の
募
集
】

　

四
季
雑
詠
二
句
一
組
（
未
発
表
作
品
・
前
書
・

　

ル
ビ
・
投
句
後
の
訂
正
不
可
）

　

一
組
１
０
０
０
円（
郵
便
小
為
替
・
現
金
書
留
）

　

８
月
20
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

　

投
句
用
紙
は
御
蔵
入
交
流
館
で
配
布
し
ま
す
。

　

投
句
料
の
な
い
も
の
は
無
効
で
す
。

　

〒
９
６
１
―
８
０
６
１

　

西
白
河
郡
西
郷
村
小
田
倉
字
東
高
山
１
の
37

　

大
会
事
務
局　

高
宮
章
一

　

０
９
０
（
８
６
１
２
）
８
２
１
１

℡ 日場内料締注申

成
人
式
の
ご
案
内

　

８
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時

　

御
蔵
入
交
流
館　

文
化
ホ
ー
ル

　

平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
に
住
所
を
有
す
る
方

　

町
立
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
方

　

住
所
を
町
外
に
移
動
し
た
方
で
、
町
の
成
人

　

式
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ

　

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

℡ 問 注 対 日場

た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
教
室

舘
岩
中
の
生
徒
が
コ
ー
ス
で
実
技
を
体
験

　

６
月
14
日
、
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
、
舘
岩
中
学
校
の
生
徒
が
ゴ
ル
フ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
出
る
ま
で
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

な
ど
を
学
習
を
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
ス
タ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
到
着
す
る
と
、
ク
ラ
ブ
を
手
に

取
り
果
敢
に
ピ
ン
を
狙
っ
て
ボ
ー
ル
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」
と
ゴ

ル
フ
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

中
に
は
休
日
に
練
習
場
に
行
っ
た
り
、
個
人

的
に
プ
レ
ー
す
る
子
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
元
の
ゴ
ル
フ
場
を
有
効
に
利
用
す
る
こ

と
、
マ
ナ
ー
を
重
ん
じ
る
ゴ
ル
フ
競
技
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
心
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

グリーンを目指してボールを打つ生徒たち
自治功労者表彰伝達式（６月７日）
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

７月15日 朝 日 診 療 所 （只　見　町） 0241-84-2221

　　22日 耳鼻咽喉科あべクリニック （南会津町） 0241-62-8733

　　29日 佐 藤 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2134

８月５日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040

　　12日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128

　　19日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032

　　26日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

７ ・ ８月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

８月７日（火） ６～８か月児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成29年12月～平成30年１月生まれ

８月23日（木） １歳児健康相談 平成29年７月～８月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー

●乳幼児健康診査
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月13日（金） ２歳児歯科健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成28年１月生まれ

７月18日（水） ３～４か月児健診 平成30年３月生まれ

８月１日（水） １歳６か月児健診 平成29年１月～２月生まれ

８月22日（水） ３～４か月児健診 平成30年４月生まれ

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 ８月２１日（火）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 ７月２６日（木）・８月２３日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６

７月の納税こよみ
固 定 資 産 税　　第２期
国民健康保険税　　第１期
介 護 保 険 料　　第１期
国　民　年　金　　６月分

納期限は７月３１日（火）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

南会津病院 健康教室のご案内

【健康教室の内容】

回 開催日 テーマ（予定） 講　師

第１回 　８月２４日（金） タバコ 慢性呼吸器疾患看護認定看護師
飯塚　知徳　先生

第２回 　９月２８日（金） インフルエンザ 感染管理認定看護師
山内　あけみ　先生

第３回 １０月２６日（金）床ずれの予防と治療 皮膚・排泄ケア看護認定看護師
松村　朝子　先生

第４回 １１月１６日（金）
※第３金曜日 認知症予防 認知症看護認定看護師

【問合せ】
福島県立南会津病院（担当：梅宮照子・湯田真紀）
〒９６７- ０００６　南会津町永田字風下１４- １
電話：０２４１- ６２- ７１１１

　南会津病院では、地域の皆様の健康づくりのお手伝いが

できればと考え、専門的な知識を学んだ認定看護師による

健康教室を開催いたします。

　毎月異なったテーマを題材としています。参加費は無料、

予約も必要ありません。どうぞお気軽にご参加ください。

日　時　毎月第４金曜日　午前１１時

　　　　※１５～３０分程度を予定しています。

場　所　南会津病院　正面玄関ロビー

参加費　無料（誰でもお気軽に参加できます。）
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆本号の編集にあたって、何をトップにしようかと悩ん
　だときに、飛び込んできたのが「酒」の記事。
◆イベントと合わせて記事にしようと思考の末、川の畔

ほとり

　にお酒を並べて撮りたい！と思い、蔵元から一升瓶を
　拝借。おにぎり持参で、いざ撮影に。
◆しかし、写真はド素人の私。カメラの設定を変えなが
　ら、ひたすら撮影すること約４００枚。写真の難しさ
　を改めて実感しました。
◆ご協力いただいた蔵元の皆さん。本当にありがとうご
　ざいました。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年７月１日現在

総人口 １５, ８１５ 人 （－３４）
男 ７, ７３７ 人 （－１７）
女 ８, ０７８ 人 （－１７）

世帯数 ６, ７２４ 世帯 （－１０）
※（　）内は前月比　

８月 （Ａｕｇｕｓｔ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

７月 （Ｊｕｌｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「おばけ」 「ひんやり・おいしい！」

開催日 ７月２１日（土） ８月１８日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

≪夏休み えいが会≫

タイトル
「日本の昔ばなし」

「トムとジェリー」
「学校の怪談」

開催日 ８月５日（日） ８月１２日（日）

時　間 午前１１時～ 午後２時～

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール

　　※飲食物の持ち込み可。どなたでもご覧いただけます。

　　※申込み不要です。直接会場にお越しください。

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

水
溢
る
安
房
の
棚
田
や
梅
の
雨　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

　

満
天
の
星
の
雫
や
梅
を
干
す　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

神
苑
の
あ
や
め
の
水
に
鯉
の
口　
　
　
　
　

室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

山
若
葉
山
の
芯
ま
で
そ
よ
ぐ
か
な　
　
　
　

岡
本
り
つ
子

　

何
も
か
も
と
ほ
き
日
の
こ
と
更こ

ろ
も
が
え衣　

　
　
　

馬
場　

忠
子

　

寝
入
り
端ば

な

つ
ん
ざ
く
響
き
は
た
た
神　
　
　

馬
場　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
今
が
青
春
風
薫
る　
　
　
　

酒
井　

栄
子

　

峡
の
地
に
こ
う
の
と
り
来
て
薄
暑
か
な　
　

渡
部　

華
子

　

押
し
車
止
め
て
聞
き
入
る
初
蛙　
　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

鴫
山
短
歌
会

　

遠
き
日
に
子
等
と
釣
堀
思
い
出
す

　
　
　

逃
し
た
鱒
は
そ
れ
は
特
大　
　
　
　
　

梅
宮
ト
キ
子
（
今
生
）

　

釣
あ
ぐ
る
紅
鱒
す
ぐ
に
フ
ラ
イ
と
し

　
　
　

ア
ツ
ア
ツ
食
む
に
最
高
の
美
味　
　
　

梅
宮　

直
子
（
今
生
）

　

若
き
日
に
妻
と
訪
ね
し
猿
楽
台

　
　
　

夕
日
の
な
か
の
淡
き
思
い
出　
　
　
　

大
竹　

幸
一
（
下
塩
江
）

まちの文芸

【一般図書】
粘膜探偵　　　　　　　　　　　　　飴村　行　著

ロンリネス　　　　　　　　　　　桐野　夏生　著

炎の来歴　　　　　　　　　　　小手鞠　るい　著

ＡＳＫ　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹　著

六月の雪　　　　　　　　　　　　乃南　アサ　著

地獄くらやみ花もなき　　　　　　路生　よる　著

ミルク・アンド・ハニー　　　　　村山　由佳　著

選んだ孤独はよい孤独　　　　　山内　マリコ　著

長兵衛天眼帳　　　　　　　　　　山本　一力　著

納得して死ぬという人間の務めについて　曽野　綾子　著

【児童図書】
ざんねんないきもの事典　続々　今泉　忠明　監修

岩合光昭の日本犬図鑑　　　岩合　光昭　文・写真

ひきがえるにげんまん　　　　　　最上　一平　作

ごんげさま　　　　　　　　　　柳田　国男　原作

カピバラせんせいのバスえんそく　大塚　健太さく

あしたもあーそぼっ！　　　　なかむら　ふう　作

またまた　ねえ、どれがいい？　ジョン・バーニンガム　さく

パンダえほん　いっしょにね　　　ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

ぼくらはいけのカエル　まつおか　たつひで　さく

おしっこちょっぴりもれたろう　ヨシタケシンスケ作・絵

新 着 本 の ご 案 内

名作絵本の紹介

　金魚鉢にきんぎょが一匹。きんぎょは見つけたそばから、部屋から部屋へ自由に

逃げていろいろなところに上手に隠れていき、カラフルな部屋の可愛いきんぎょ探

しに夢中になってしまう絵本です。

　この「きんぎょが にげた」は、１９７７年に福音館書店の「こどものとも 年少

「きんぎょが にげた」（福音館書店）

五味 太郎 ／ 作

版」で発表されてから２０１７年で４０周年となり、国内でも最も人気のある絵本のひとつで、２０１６年

時点で１４６刷、２４０万部の発行部数となっており、日本のみならず海外でも８か国で翻訳され、非常に

高い評価を得ています。

　また、昨年には、４０周年の記念として記念切手やマスキングテープ、積み木などが発売され、４０年経

過した今でも変わらない人気を誇っています。

　夏の風物詩でもある「きんぎょ」。五味太郎さんの絵本で、かわいいきんぎょ探しをしてみませんか？
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宮中への献穀米を定植
舘岩地域で御田植式

　

町
村
合
併
後
、
町
か
ら
初
め
て

※

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
の
献
穀
者
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
田
島
、
伊
南
、

南
郷
地
域
で
献
穀
者
が
選
ば
れ
て
お

り
、
舘
岩
地
域
か
ら
の
選
出
は
初
め

て
で
、
平
成
27
年
９
月
の
関
東
・
東

北
豪
雨
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
町
に
と
っ
て
、
大
変
明
る
い
話
題

で
す
。

　

献
穀
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
舘
岩

地
域
の
農
業
生
産
法
人
「
会
津
高
原

た
て
い
わ
農
産
㈲
」
の
代
表
取
締
役

献穀者の星安彦さんと早苗さんご夫妻

を
務
め
る
星
安
彦
さ
ん
（
伊
与
戸
）。

　

星
さ
ん
は
、
平
成
７
年
９
月
に
前

身
の

（財）
舘
岩
村
農
業
公
社
に
入
社
。

平
成
14
年
９
月
に
会
津
高
原
た
て
い

わ
農
産
㈲
の
設
立
と
同
時
に
取
締
役

に
就
任
し
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
代

表
取
締
役
と
し
て
、
地
域
農
業
の
発

展
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

５
月
30
日
、
舘
岩
地
域
伊
与
戸
地

内
の
献
穀
田
で
行
わ
れ
た
御
田
植
式

に
は
、
関
係
者
17
人
が
出
席
。
田
植

え
の
儀
で
は
星
さ
ん
を
は
じ
め
、
大

宅
町
長
、
服
部
実
南
会
津
農
林
事
務

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
と
は

　

そ
の
年
の
豊
作
を
祝
う
祭

り
で
、
毎
年
11
月
23
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）
に
、
天
皇
陛

下
が
神
々
に
豊
作
の
感
謝
を

伝
え
る
ほ
か
、
全
国
各
地
で

祝
い
の
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

宮
中
で
は
、
天
皇
陛
下
が

そ
の
年
の
米
を
は
じ
め
と
す

る
五
穀
を
神
々
に
供
え
、
自

ら
も
そ
れ
を
食
す
儀
式
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
天
皇
陛
下
が
即
位

し
て
最
初
に
行
う
新
嘗
祭
は

「
大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

所
長
な
ど
14
人
が
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
「
里
山
の
つ
ぶ
」
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。

　

星
さ
ん
は
「
献
穀
米
の
生
産
者
に

指
定
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変
名

誉
な
こ
と
で
す
。
大
切
に
管
理
し
、

最
高
品
質
の
お
米
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
精
一
杯
努
め
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
大
宅
町
長
、
服
部
実

南
会
津
農
林
事
務
所
長
、
長
谷
川
一

雄
会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。


